
  

   
 

1 
Award for 
Usability 

 
株式会社SMSデータテック 
スーパーオフィス株式会社 

SuperOffice製品説明 

SuperOfficeの世界。 
CRM、コールセンターからモバイル、ITILのご支援まで 



  

   
 

2 
Award for 
Usability 

【目次】 

 

I. SuperOfficeの標準機能 

II. グループウェアとSFAの融合 

III. 開発プラットフォームとしてのSuperOffice 
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Award for 
Usability 

会社としてのスーパーオフィス 

■SuperOffice ASA 会社履歴  

 1990年  オスロで SuperOffice ASA を設立 

   SuperOffice バージョン 1.0 販売を開始 

 1992年～        アメリカ・スウェーデン・デンマーク・イギリス・ドイツ・オランダ・チェコ・スペイン 

        で子会社設立 

 1997年  オスロ株式取引所に上場 

 2000年  SuperOffice CRM5(SuperOffice バージョン 5.0)11月リリース 

   SuperOffice CRM5 は 15ケ国で販売、11ヶ国語に対応 

 2003年  累計実績24,000社/300,000ライセンス  

 2008年  過去最高の増収、増益を達成 

 

■日本でのこれまでの活動  

 1995年  シャープシステムプロダクト(株)との提携により、 

   商品名"The CONTACT ManagerTM" リリース 

 1997年  日本国内SFA出荷本数No1(日経産業新聞) 

 2000年12月 日本法人・スーパーオフィス株式会社設立 

   東京都中央区 資本金4,000万円 

 2001年  4月 SuperOffice CRM5 に web 版を同梱（日本開発）した、 

   日本語版 SuperOffice CRM5 をリリース 

 2003年  日本国内CRM部門でも出荷本数No1を受賞(富士キメラ総研) 

 2005年           累計実績3,000社以上/50,000ライセンス 国内にて販売 

       2006年           ASP型サービス「福朗.biz」を国内でサービス提供開始 

• 2008年          コールセンターシステムの提供をスタート 

• 2009年          SuperOffice6のリリース 
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Award for 
Usability 

SuperOfficeのフィロソフィー 
 

ビジネスを楽しく、効率的に。 
そしてあなたの人生を豊かにしたい 

大きな特徴 
１．これ以上無い操作性、インターフェースの追及 
２．コスト削減。SuperOffice以外、何もいらない 
  WindowsとMicrosoft Office以外は 
３．顧客第一主義の実現 
  あなたの情報、顧客情報を一元的に管理する。 
  また、顧客情報は会社の資産であり、すべての人が 
  共有、活用できる！ 
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Award for 
Usability 

SuperOfficeのグループウェア機能 
 
グループウェアとして、 標準的な機能はすべて実装しています。 
さらに、SFA機能も網羅しています 
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Award for 
Usability 

場所を問わずに情報チェック 

• クイックログイン-パスワードの入力の手間も不要 

• 社内からの通知の確認 

• 自分宛の電話連絡 

• お客様からの連絡の確認 

 

• 自分とグループの予定確認はこんなに簡単 

• 今日の作業の確認 

• 今日の外出先の確認 

• 電話番号を押さずにその場でお客様に発信 

 

• 取引先との経緯の確認 

• 提出書類の履歴-見積もり、提案書、商談状況 

• 行動内容の履歴 

• 他の社員の実施した履歴 

 

• アイデア、ひらめきを逃がさない 

• メモとして登録 

• Ｔｏｄｏとして登録行動計画に変換 

外出中でもリアルタイム情報共有  
SuperOffice 携帯連携を使えば 
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Award for 
Usability 

SuperOfficeの対応領域 
 
SuperOfficeは以下のような領域に幅広く対応しています。 
また、機能は融和しており、それぞれに無駄な操作を要求されません。 

  情報系環境（BIM領域 : Business Information Management） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                   

⑥CRM 

基幹系 
ERPシステム 

④SFA ⑤文書管理 

①グループウェア 

⑨ 
情報活用 

ＢＩ 
レポート機能 

SuperOffice is here! 

⑦コールセンター 
（コンタクト管理） 

②メール 

③ワークフロー 

⑧ポータル機能 

⑪ 
携帯 

モバイル 

⑩ 
モバイル 
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Award for 
Usability 

グローバルエクセレンスとしてのSuperOffice 
 
SuperOfficeはノルウェーで開発され、世界的なグローバル企業にも 
多数採用されています。英語、ドイツ語はもとより、中国語、韓国語 
対応もしており、共通のシステムで、多言語表示も可能です。 
 
海外拠点での現地社員（外国人）と駐在員（日本人）の共同利用も 
可能です。（IE5以降の機能を前提にフォント対応が必要です） 
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Award for 
Usability 

SuperOfficeの実績 
 
SuperOfficeは主にSFA、グループウェアの実績を中心に、 
国内でも、多くの企業にて採用いただいております。 
すでに日本での１０年以上の活動実績があり、国内だけで１００％の 
カスタマイズが可能な体制を持っています。 
サポート、教育、コンサルティング・サービスも提供可能です。 

海外のユーザ様 国内のユーザ様 

http://www.itoki.jp/
http://www.iwaki-kk.co.jp/index.html
http://www.nikon.co.jp/main/jpn/index.htm
http://www.pilot.co.jp/
http://www.daiwasmbc.co.jp/
http://www.sinanen.com/
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Award for 
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ご提案 

① 現状分析 
  ニーズ、課題、ユーザに必要な機能の確認 
 
② コスト分析 
  投資妥当額の検討 
 
③ 製品選定 
  機能、操作性、信頼性、サポートを多面的検証 
 
④ 基盤検討（ハード・性能） 
  性能、信頼性の維持できる環境を検討 
 
⑤ 体制（チーム） 
  運用、ユーザ支援の組織、体制を検討 
 
⑥ 運用方法 
  サーバ運用、障害対応、バックアップ検討 
 
⑦ ユーザ教育 
  ユーザへの教育とサービスレベル確認 

①現状分析 

②コスト分析 

⑦ユーザ教育 

⑥運用方法 

⑤体制 
（チーム） 

④基盤検討 
（ハード・性能） 

③製品選定 

グループウェア検討の７要素 
 
グループウェアの検討時、以下の７つの要素に対する検討が必要です。 
最善の製品を選定しても、残念ながら導入・活用に失敗する可能性があります。 
（SFA、CRM、文書管理、ワークフローなども同様です） 
以下の要素を慎重にご検討ください。 
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Award for 
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【目次】 

 

I. SuperOfficeの標準機能 

II. グループウェアとSFAの融合 

III. 開発プラットフォームとしてのSuperOffice 
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Award for 
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ＳＦＡとグループウェアの関係（その１） 
 
グループウェア機能とＳＦＡ機能は通常の企業体においては 
両方必要です。なぜなら、それぞれ目的が違い、営業を伴わない、 
あるいは、顧客のいない企業は存在しないからです。 
SuperOfficeはその両方を実現する数少ない「ユニーク・ソリューション」です。 
 
SuperOfficeはSuperOffice以外の何ものでもない、といわれる所以です 

●グループウェアは 
  グラスの中（企業内）で機能します 
 
●ＳＦＡは 
  グラスの外（市場、顧客）に対して機能します 
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Award for 
Usability 

This is SuperOffice ! 

ＳＦＡとグループウェアの関係（その２） 
 
グループウェア機能とＳＦＡ機能の扱う情報は密接に連携しています。 
以下の表を見ると一目瞭然です。これは、営業関係の情報（ＳＦＡ情報） 
を本来は、全社的に活用すべきであることを示しています。 
バラバラであることは、本来の姿ではないのです 

グループウェア 

（従来の製品） 

従業員100名を前提として 

営業40名に対して 

SFA 

これで 

本当の情報
共有が可能
ですか？ 

グループウェア＋SFA 

（SuperOfficeの場合） 

従業員100名を前提として 

営業40名に対して 

経営層 経理・管理部門 購買部門 営業部門 （営業ｱｼｽﾀﾝﾄ） ＩＴ部門 製造部門 研究開発部門 海外部門 ソフトウェア領域
基本情報（スケジュール等） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ グループウェア
決済・申請情報 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ワークフロー
顧客情報・コンタクト履歴 ○ ○ ○ ○ ○ ○ SFA/CRM
売上情報 ○ ○ △ ○ ○ ○ SFA/CRM
営業分析情報 ○ ○ ○ △ △ ○ SFA/CRM
クレーム情報 ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ SFA/CRM



  

   
 

14 
Award for 
Usability 

ＳＦＡを上手く活用できないユーザがいる（その１） 
 
少なくないSFAユーザがその活用に苦労をしています。 
ある製品に至っては、実にその５０％近くが1年以内では 
うまく利用できていないと言われています。 
その主要な理由は以下の通りです。 
 
 
 
１．経営者主導で分析ツールとして 
  導入されている 
 
２．営業活動に実際に役立っていない 
 
３．あまりに営業の負担が大きい 
 
４．ツールを利用してくれない 
 
５．営業実績につながらない 
 
 

A．営業自身の役に立たない 
  （ノウハウの問題） 
 
 
 
 
 
B. SFAの活用ノウハウが不充分 
  （ノウハウの問題） 
 
          つまり・・・・ 
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Award for 
Usability 

 
 
 
高邁な理想の下にツールを導入したが、 
その利用方法が充分に分からないという例があまりにも多いのです。 
対策は以下の3点です 
 
 
１．ちゃんと製品トレーニングを管理者が受ける 
  （ＳＦＡをソフトウェアとしてではなく、その利用方法と効果について理解する） 
 
２．営業担当者が正しく導入効果を知る 
 
 
 
 
３．営業担当者が活用したくなる 
 
 
    次ページから、SuperOffice活用のヒントを２つご紹介します！！ 

ＳＦＡを上手く活用できないユーザがいる（その２） 
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Award for 
Usability 

営業が今すぐに使いたい、この機能（その１） 

■設問①■ 
あなたの得意先上位30社に今日中に 
新製品の紹介メールを出してください 
 
また、来週はすべての取引先様に 
「年末・年始のお知らせ」を通知して下さい 

マーケティング画面 

抽出した顧客に、メーリングリスト
として案内を出したり、DMのラベ

ルを作成したり、電話がけのリスト
を一度に作成できます。 

もちろん、履歴も残ります。 

 

ターゲットとなるユーザ
ーを簡単抽出 

メールの内容を考えたら、 
すぐSuperOfficeで 

送付先を確認して 
今すぐ発送してください 
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Award for 
Usability 

営業が今すぐに使いたい、この機能（その２） 

■設問②■ 
社長が明日、得意先のＡ社様に挨拶に 
行きます。 
あなたは今日中に、従来のすべての 
コンタクト履歴（提出書類、メール、 
受注内容、クレーム）について調べて 
社長にレポートしてください。 

顧客管理画面 

過去の顧客との「やりとり」を自動的
に集約。面談、メール、文書、電話応
対、販売履歴、商談履歴等 

顧客情報基本表示エリア 

簡単検索 

情報の種類にと
らわれずに横断
してデータを一発
検索します 

社長にSuperOfficeで 
その得意先の情報を見てもらって 

ください 
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Award for 
Usability 

【目次】 

 

I. SuperOfficeの標準機能 

II. グループウェアとSFAの融合 

III. 開発プラットフォームとしてのSuperOffice 
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Award for 
Usability 

CRM ソフトウェア 

CRM ソフトウェア & 開発プラットフォーム 

 

SuperOffice のここ１０年の変貌を要約すると ... 
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Award for 
Usability 

パッケージを買うのが常にベストでしょうか？ 

基盤ベース 

セキュリティベース 

アプリケーションベース 

インターフェースベース 

：ユーザに必要な機能 

パッケージの採用 
＝冗長な機能、コスト肥大の可能性  SuperOfficeによるカスタマイズ 

：ユーザに必要な機能を 
 ベストな方法で提供 

パッケージによるシステム構築のメリットは、その導入スピードと 
低コストにあります。ただ、ユーザの要件に多様性のある分野では、 
「不必要で無駄な機能の存在」と「本当のベストフィットは、なかなか得られない」 
という状況が発生します 
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Award for 
Usability 

SuperOfficeを利用したシステム構築 
 
通常のシステムの開発（１）との比較を行います。 
 
（１）フルスクラッチのアプリケーション開発（ＪＡＶＡ、Ｃ言語など） 
（２）SuperOfficeベースのカスタマイズ 
 
SuperOfficeをベースに、システム構築を効率的に行えます。 
セキュアに、安価に、スピーディに、多くのテンプレートも利用しながら 
「ＩＤ管理」をはじめ、「ＷＥＢ受注システム」、「ＩＴＩＬ業務支援ツール」などを 
SuperOfficeベースで構築可能です。その場合以下メリットがあります 

仕様検討 試験 教育 
導入と 

カスタマイズ 

通常の 
開発 

Super 
Office 

仕様検討 プログラミング 試験 教育 
基本設計 
詳細設計 導入 

方式検討 
（ソフト・ハード） 

開発期間の最大70％、開発コストの最大50％が削減可能です 
※ただし、この手法は適用領域が限られます。データは過去の実績であり、お客様環境への対応を保障するものではありません 
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SuperOffice を開発ベースに使う大きなメリット ... 

• データが、画面がわかりやすい。 

• Easy to understand 

• セキュアに 

• Security? OK!  

• マニュアルいらず 

• Predictable 

• 業務に貢献 

• Helpful 

• 情報がすぐに見つかり、快適 

• Recognizable and 
comfortable 

• 機能が豊富で高速に動作 

• Functional and fast ... 

 

•Award for 

•Usability 
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Award for 
Usability 

デザインにおける、人間工学とソフトウェアの融合。 
多くのグローバル企業が価値を見出すSuperOfficeバリューがそこにあります 

• デザインは、我々に何を 

 もたらし、何を妨げるのでしょうか 

SuperOfficeのもつデザイン力は仕事に喜びを、 
企業に活力を与えます 
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Award for 
Usability 

代表的なアプリケーション構築分野 

領域 カスタマイズでの実績の高い領域

コールセンター コールセンターシステム 

ＩＤ・人事・HR管理 ＩＤ管理、アカウント管理 

人事情報管理 

人材派遣会社業務管理 

　　（国内ではテンプレートをベースを数社にて採用） 

基幹連携 SAPなどの基幹業務の分析、レポートシステム

運用管理 情報システム部門のインシデント管理 

　　（国内では「SDTインシデントマネージャー」としてソリューション化 ）

WEBシステム ＷＥＢ受注システム 

　　（セキュアでカスタマイズの容易なシステムとして短納期で開発が可能 ）

業務システム 在庫管理 

販売管理 

ワークフロー ワークフローシステム  ※国内ではワークフロー、電子決済としてALFA-Paletteを推奨


